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聴性定常反応 (auditory steady -state response : ASSR) は、繰り返し頻度の高い刺激に対する
聴性誘発反応であり、特に、振幅変調 (AM : ampli tude modulation) 音に対する ASSR は、周波数ご
とに聴力関値を推定することのできる他覚的聴覚検査として臨床現場で近年広く普及している。
ASSR は、 10-110 Hz の広い範囲の変調に対して反応が得られるが、覚醒レベルにより良好な反応が
記録できる変調周波数が異なるため、通常、変調周波数が 40 Hz 前後の 40-Hz ASSR は覚醒時の成人
の検査に、変調周波数が 80 Hz 前後の 80-Hz ASSR は睡眠下の乳幼児を対象とした検査に使用されて
し、る。




どの詳細についても明らかにはなってはいない。そこで、本研究では、 AM 音ならびに filtered noise 
を用いて「対側音による 40・HzASSR の抑制現象」を検討し、その周波数特性や周波数加算効果の
有無を明らかにすることとした。
本研究では、正常成人 16 名を対象に、搬送周波数 1000 Hz、変調周波数 40Hz、レベル 72 dB SPL 
の AM 音に対する ASSR 振幅を指標に、 1) 対側 AM 音、 2) 対側 113 オクターブバンドノイズ、
3) 対側 low pass ノイズの影響と 4) 両側刺激の加算効果の有無も調べた。各抑制音で 7 名ずつ測
定された。
対側 AM 音の影響は、観察 ASSR の刺激音である AM 音の搬送周波数である 1000 Hz ならびに、
500 Hz では、 2000 Hz、 4000 Hz に比して有意に大きな抑制を認めたが、 2000 Hz、 4000 Hz でも
有意な抑制を示した。通常、ある信号音に対する抑制効果は、その信号の周波数で最大になること
が多いが、本結果では、有意差はなかったものの、対倶，Ij 500 Hz AM 音の抑制が 1000 Hz AM 音に
よる抑制効果より大きい傾向があった。
対側 113 オクターブバンドノイズでは、周波数の違いによる ASSR 抑制の大きさの違い(抑制の
周波数特性)は、基本的に AM音による抑制と同様の傾向を示した。
対側 low pass ノイズでは周波数加算効果の有無を観察できることになるが、 500 Hz から 2000
20-
Hz までは、周波数の加算に伴い、 ASSR の抑制量が大きくなっていた。一方、 2000 Hz から 4000 Hz 
の周波数成分の寄与は 2000 Hz までの周波数成分に比して寄与が小さいことが示唆された。
搬送周波数 (carrier frequency: CF) 4 kHz の AM 音の影響は対側抑制、同側抑制、両側抑制の
問で、抑制量に有意差は認めなかった。
1000 Hz の信号音が 2000 Hz の抑制音により著明に抑制を受ける周波数特性は、少なくとも心理
音響的な関値や ASSR 以外の汎用される ABR や中間潜時反応 (middle latency response: MLR) 、
長潜時反応 Oong latency response: LLR) を含め報告がなく、非常に特異な現象であるといえる。
本研究でみとめられた 40 Hz-ASSR に対する対側ノイズの効果は、両側同時に測定する 40-Hz ASSR 
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聴牲定常反応 (auditory steady -state response : ASSR) は、繰り返し頻度の高い刺激に対する聴性誘発
反応であり、特に、振幅変調 (AM: arnpl i tude rnodulat ion) 丘に対する ASSR は、周波数ごとに聴力関値を推
定することのできる他覚的聴覚検査として臨床現場で近年広く普及している。 ASSR は、 10-110 Hz の広い範
囲の変調に対して反応が得られるが、覚醒レベルにより良好な反応が記録できる変調周波数が異なるため、通
常、変調周波数が 40 Hz 前後の 40-Hz ASSR は覚醒時の成人の検査に、変調周波数が 80 Hz 前後の 80-Hz ASSR 
は睡眠下の乳幼児を対象とした検査に使用されている。
覚醒成人の検査に用いられる 40-Hz ASSR は、聴性脳幹反応 (ABR) や 80-Hz ASSR、心理音響的闘値には影
響を与えないレベルの対側雑音の提示により著明に抑制されることが知られているが、これまでの報告は、お
もに広帯域雑音による抑制効果を観察した報告がほとんどであり、その周波数特性などの詳細にコいては明ら
かになっていない。そこで、本研究では正常成人 16 名を対象に、搬送周波数 1000 Hz、変調周波数 40 Hz、レ
ベル 72 dB SPL の馴音に対する ASSR 振幅を指標に、1)対側 AM 音(搬送周波数: 500, 1000, 2000, 4000 Hz) 、
並びに 113 オクターブバンドノイズ(中心周波数: 500, 1000, 2000, 4000 Hz) を用いた、対側音による 40-Hz
ASSR 抑制の周波数特性の検討、 2) Cuトof f 周波数 500， 1000, 2000, 4000 Hz の low pass ノイズを用いた対
側抑制音の周波数加算効果の検討、 3) 搬送周波数 4000 Hz の AM 音を用いた、抑制音両側提示による加算効
果の検討、を行った。
その結果、搬送周波数 1000 Hz の 40-Hz ASSR は、~ 500 -4000 Hz のいずれの対側 AM 音、狭帯域雑音に
よっても有意に抑制されること、すなわち、信号の検出闘値を指標とした末梢性、中枢性マスキングに比しで
も、有意に広帯域な抑制の周波数特性を有すること b) 対側抑制音の周波数加算効果が、少なくとも 500 -2000 
Hz の範囲で認められること、すなわち、この周波数範囲では、抑制音の周波数が広帯域であるほど抑制が強




1000 Hz の信号音が 2000 Hz や 4000 胞の抑制音により著明に抑制を受ける周波数特性は、少なくとも心理
音響的な闘値や ASSR 以外の汎用される ABR や中間潜時反応(阻iddle latency response: MLR) 、長潜時反応 (]ong
latency response: LLR) を含め報告がなく、非常に特異な現象であるといえる。本研究でみとめられた
40Hz-ASSR に対する対側ノイズの効果は、両側同時に測定する 40-Hz ASSR における域値上昇の可能性と、 40-Hz
ASSR の闘値が心理関値と黍離するという可能性という 2 つの点において臨床的に重要であることを示した。
本研究結果は、 40-Hz ASSR の神経生理学的特性の解明に関する重要な研究成果と認められる。
よって，本論文は博士(医学)の学位論文として合格と認める。
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